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府立摂津高等学校 

校長 中島 彩子 

令和３年度 学校経営計画及び学校評価 
１ めざす学校像 

５年、10 年先を見据え、社会の変化に臨機応変に対応し、自らの可能性を発揮することができる生徒の育成を目標に、以下にめざす学校像と特につけたい力を示す。 
１． 自ら考え、自ら行動できる主体性を育てる学校 

  【物事に進んで取り組む力】【目標を設定し確実に行動する力】 
２． 「学び」から知識を習得し、得た知識を「活用」できる力を育てる学校 

  【現状を分析し目標や課題を明らかにする力】【課題の解決に向けたプロセスを明らかにし実行する力】 
３． 自身を大切にする心、他者を尊重する心、協力し合える力を育てる学校 

  【自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力】【自分の意見をわかりやすく伝える力】 
４． 生徒が安心して過ごすことのできる学校 

  【社会のルールや人との約束を守る力】 
 

２ 中期的目標 
１ 変化する社会に対応する能力の育成と夢や希望の実現に向けた進路指導の充実 
（１）計画的に学力向上に取り組む枠組みの確立 

ア 各学年で行う進路調べなどの進路行事、各考査後の「振り返りシート」を活用した PDCA サイクルによる学力の向上。 
イ 学力定着度を測るための指針としての全国模試の活用。  
 ※生徒向け自己診断「学習に意欲的に取り組んでいる」の肯定的回答率（H30:77%、R01:78％、R02：83%）→80％以上維持 
     

（２）授業改善 
ア 各授業で「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の実現をめざす活動を中心に据え、現代的な諸課題への対応力を育成。 
イ 生徒による授業評価の活用。教員の互見授業、研究授業を含めた教科内研修の推進。外部教員への授業公開。ICT 機器の整備・活用。 
 ※生徒向け自己診断「授業で必要な学力が身に付く」の肯定的回答率（H30:85%、R01:86％、R02：88%）→90％ 

 
（３）生徒の進路実現の組織的サポート 

ア 夏期集中講座、冬期集中講座の計画的な実施と内容の改善。 
 ※事後アンケートの生徒満足度（H30:95%、R01:98%、R02：未実施）の数値 90%以上維持 
イ 生徒の進路希望に合わせた情報の提供と、必要な講習等支援の実施。 
ウ 総合的な探求の時間・LHR を活用した自己分析に基づく進路計画の作成と実施 
 ※生徒・保護者向け自己診断「将来の進路や職業について適切な指導を行っている」の肯定的回答率生徒（H30:81%、R01:81％、R02：88%）→80%超維持、

保護者（H30:88%、R01:82%、R02：80%）→80％超維持、難関私立大学合格者数（H30:57 人/390 人、R01:57 人/343 人、R02:47 人/345 人）
の向上 

      
２ チームで働く力の育成 
（１）人としての豊かな見識と情操の育成 

ア 教育活動全体を通じた豊かな人間性の醸成。 
 ※生徒向け自己診断「生命を大切にする心や社会ルールを学び人権意識が身に付いた」の肯定的回答率（H30:82%、R01:86％、R02：89%）→90％ 
イ 計画的な人権教育の実施。 
 ※３年間で「同和問題」「在日外国人問題」「コミュニケーション」「障がい者問題」「LGBT」「統一応募用紙と違反質問」「拉致被害者」について学習する機 

会を設ける。 
（２）基本的生活習慣の確立と、自主的・自律的な行動を身につけられる生活指導の実施 

ア 統一感と一貫性のある生活指導によりモラルと規範意識を醸成。 
 ※遅刻総数の減少（H30:1400、R01:1504 回、R02：873 回）→1000 回以下、生徒向け自己診断「規律を守りモラルある行動をとっている」の肯定的回答率 

（H30:94%、R01:96％、R02：99%）→95%超維持 
（３）学校行事による協調性・協働性の向上 

ア 学校行事の運営を通して、自らの役割の自覚と責任感を持ち、仲間とともに何かを成し遂げる難しさと喜びを学ぶ。 
 ※生徒向け自己診断「学校行事に積極的に取り組んでいる」の肯定的回答率（H30:87%、R01:89％、R02：90%）→90％超維持 

 
３ 学校の魅力の向上 
（１）豊かな学校生活を支える活動 

ア 充実した設備を活用した活発な部活動の持続。 
  ※部活動ガイドラインの遵守、生徒向け自己診断「部活動は楽しく充実している」の肯定的回答率（R02：87%）→80％以上 
イ 生徒会活動の活性化による学校行事や部活動の更なる充実。 

※生徒向け自己診断「行事は魅力あるものとなるよう工夫されている」の肯定的回答率（H30:68%、R01:71％、R02：73%）→80％ 
ウ オーストラリア St ルークス高校との連携の強化による、国際化に対する意識の向上。 
  ※留学に参加した生徒の満足度（H30:95%、R01:100%、R02：実施せず）→95％超維持 

（２）困り感を持つ生徒への支援体制の充実 
ア 校内における教育相談体制の活用に向けた生徒、保護者への支援体制の周知徹底。 
  ※生徒・保護者向け自己診断「相談しやすい環境が整っている」の肯定的回答率生徒（H30:64%、R01:65%、R02：74%）、保護者（H30:71%、R01:73%、

R02：71%）→ともに 80% 
イ SC 等の外部人材の活用による教育相談体制と迅速な生徒情報の共有によるサポートの充実。 
  ※中途退学生徒、不登校生徒０をめざす。 

（３）体育・スポーツの拠点校としての体育科の取り組み 
ア 「スポーツ総合演習」など体育科専門の授業と活発な部活動を通じた、計画力、行動力のあるリーダーの資質を持つ生徒の育成。 
イ 活発な部活動による、将来のトップアスリート・競技指導者等の育成。 

 
４ 健全な職場環境、安全安心な教育環境の確立 
（１）学校の教育課題に対して全員で取り組む職員集団の確立 

ア 職員同士の円滑なコミュニケーションの促進、ハラスメント・体罰等の防止。 
イ 業務内容の精選、平準化、効率化。 

 
（２）安全安心な教育環境の確立 

ア 経年劣化等による設備等の機能回復を図る。学校施設、物品等の機能回復と充実により教育環境を整える。 
※安全点検等で不良個所の減少を図る。 

 
【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和 年 月実施分］ 学校運営協議会からの意見 
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３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 

目標 
今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標［R２年度値］ 自己評価 

１ 

変
化
す
る
社
会
に
対
応
す
る
能
力
の
育
成
と
夢
や
希
望
の
実
現
に
向
け
た
進
路
指

導
の
充
実 

(1) 計画的に学力向上

に取り組む枠組み

の確立 

ア 各学年で行う進路調べなどの進路行事、各考査

後の「振り返りシート」を活用した PDCA サイ

クルによる学力の向上。 

ア ・生徒向け自己診断「学習に意欲的に取り組

んでいる」の肯定的回答率を前年度より向

上させる。［83％］ 

・「授業で必要な学力が身に付く」の肯定的

回答率を前年度より向上させる。［88％］ 

 

 

イ 学力定着度を測るための指針としての全国模試

の活用。 

イ１・２年生の「学力 GTZ」の S～D の割合、B

以上：50％以上、D：10％以内にする。（新） 

 

(2) 授業改善 ア 各授業で「主体的な学び」「対話的な学び」「深

い学び」の実現をめざす活動を中心に据え、現代

的な諸課題への対応力を育成。 

アイ ・授業アンケート「先生はプリント等の教

材や ICT 機器を効果的に活用している」

（２回の平均 3.30）、「生徒が自ら考え

る時間や発表する活動を多く取り入れ

ている」（２回の平均 3.28）の項目 3.3

以上を維持する。 

   ・教科横断型の授業見学 

 

イ 生徒による授業評価の活用。教員の互見授業、

研究授業を含めた教科内研修の推進。外部教員

への授業公開。ICT 機器の整備・活用。 

(3) 生徒の進路実現の

組織的サポート 

ア 夏期集中講座、冬期集中講座（１・２年生を対

象に夏季・冬季休業中の各３日間に１日あたり 10

時間以上の学習活動を実施）の計画的な実施。 

ア 事後アンケートの生徒満足度の数値 90%以

上を維持する。［未実施］。 

 

 

 

イ 生徒の進路希望に合わせた情報の提供と、必要

な講習等支援の実施。 

ウ 総合的な探求(学習)の時間・LHR を活用した自

己分析に基づく進路計画の作成と実施。 

イウ 生徒・保護者向け自己診断「将来の進路や

職業について適切な指導を行っている」の

肯定的回答率 80％以上を維持。［生徒

88％、保護者 80％］。難関市立大学合格者

数の向上［47 人/345 人］。 

 

２ 

チ
ー
ム
で
働
く
力
の
育
成 

(1) 人としての豊かな

見識と情操の育成 

ア あらゆる教育活動において、人権感覚を育成す

る。 

 ・生徒向け人権学習の充実（３年間を見据えた人

権教育の構築） 

 ・教職員向け研修の実施 

ア 生徒・教員向け自己診断「生命を大切にする

心や社会ルールを学び人権意識が身に付い

た」の肯定的回答率 90％以上を維持。［生徒：

89％、教員：94％］ 

 

(2) 基本的生活習慣の

確立と、自主的・自

律的な行動を身に

つけられる生活指

導の実施 

イ 統一感と一貫性のある生活指導によりモラルと

規範意識を醸成。 

イ 遅刻総数 1000 回以下［873 回］。 

生徒向け自己診断「規律を守りモラルある行

動をとっている」の肯定的回答率 90％以上

維持。 

 

(3) 学校行事による協

調性・協働性の向

上 

ア 学校行事の運営を通して、自らの役割の自覚と

責任感を持ち、仲間とともに何かを成し遂げる

難しさと喜びを学ぶ。 

ア 生徒向け自己診断「学校行事に積極的に取り

組んでいる」の肯定的回答率 90％以上を維

持する［90％］。 

 

(4) 広報活動 ア 中学校訪問の戦略化を図る。 

訪問中学校の新たな開拓。本校の魅力を中学校

に発信し、より丁寧な情報提供等を行う。学校

教育活動への理解と信頼を得る。 

ア 広域を含めての訪問数[新] 

 

 

３ 

学
校
の
魅
力
の
向
上 

(1) 豊かな学校生活を

支える活動 

ア 充実した設備を活用した活発な部活動の持続。 

 

ア 部活動ガイドラインの遵守。生徒向け自己診

断「部活動は楽しく充実している」の肯定的

回答率 80％以上を維持する。［87%］。 

 

イ 生徒会活動の活性化による学校行事や部活動の

更なる充実。 

イ 生徒向け自己診断「行事は魅力あるものとな

るよう工夫されている」の肯定的回答率を

75％以上にする。［73％］。 

 

ウ オーストラリア St ルークス高校との連携の強

化による、国際化に対する意識の向上。 

 

 

ウ 留学に参加した生徒の満足度 95％以上維持

［未実施］。 

 

エ 図書館を新たに「読書・学習・情報」活動の拠

点として機能再生を構築する。 

 ・今後の総合探究等、調べ学習等学習活動の拠点

とするとともに、読書習慣、自習習慣の定着を

図る。 

 

エ・生徒の利用者数増[新] 

  ・図書室の利活用度[新] 

 

 

(2) 困り感を持つ生徒

への支援体制の充

実 

ア 校内における教育相談体制の活用に向けた生

徒、保護者への支援体制の周知徹底。 

 

イ SC 等の外部人材の活用による教育相談体制、

迅速な生徒情報の共有によるサポートのさらな

る充実。 

アイ 生徒・保護者向け自己診断「相談しやすい

環境が整っている」の肯定的回答率 75％

以上にする。［生徒 74%、保護者 71%］。 

 

 

(3) 体育・スポーツの

拠点校としての体

育科の取組み 

ア 体育科専門授業と活発な部活動を通じて計画

力・行動力を育成し、リーダーとしての資質の向

上を図る。 

ア 授業アンケート「スポーツ総合演習」の「興

味関心が高まった」［90％］。「知識技能が身

についた」［92％］の肯定率 90％以上を維持

する。 
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イ 活発な部活動による、将来のトップアスリート・

競技指導者等の育成。 

イ サッカー、ラグビー、女子バレーボール、男

女バスケットボール、硬式テニス、水泳、陸

上、いずれの部も前年度以上の成績をめざ

す。 

 

４ 

健
全
な
職
場
環
境
・
安
全
安
心
な
教
育
環
境

の
確
立 

(1) 学校の教育課題に

対して全員で取り

組む職員集団の確

立 

ア 職員同士の円滑なコミュニケーションの促進。 

 

 

 

 

ア 教職員向け自己診断「教科内で組織的に授業

力向上に取り組んでいる」の向上［83％］、

「学校の改善に向けて積極的に取り組んで

いる」の向上 80％以上を維持する。［83％］。 

 

 

イ 委員会の再編整備と活動のさらなる活性化によ

り、業務内容の精選、平準化、効率化を図る。 

イ 時間外勤務月間 80 時間を越える教職員の延

べ数の減少［41 名］。 

ストレスチェック職場環境評価の前年度か

らの向上［102］。 

 

(2) 安全安心な教育環

境の確立 

ア 経年劣化等による設備等の機能回復を図る。 

学校施設、物品等の機能回復と充実により教

育環境を整える。 

ア 安全点検等で不良個所の減少を図る。  

 


